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名 称 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社
（FUJIFILM Business Innovation Corp.）

本 社 東京都港区赤坂九丁目7番3号

代表取締役社長・
CEO 浜 直樹

創 立

1962年（昭和37年）2月20日

富士写真フイルム株式会社（現 富士フイルム
ホールディングス株式会社）と英国 ランク・ゼロックス社
（現 ゼロックス・リミテッド）との合弁会社として
富士ゼロックス創立。2021年4月1日現社名へ変更。

資本金 200億円

社員数 31,577名（2025年3月現在連結）/ 4,294名（2025年3月現在単独）

事業所

本 社 東京

研究所 横浜（神奈川県）

開発・
製造事業所

横浜、海老名、竹松（神奈川県）、鈴鹿（三重県）、滑川（富山県）、
深圳、蘇州（中国）、ハイフォン（ベトナム）、
ティルバルフ（オランダ）など

会社概要
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横浜みなとみらい事業所
（神奈川県）
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事業概要

4

富士フイルム
ホールディングス

2024年度
売上高

3兆1,958億円

エレクトロニクス
13.51％

イメージング
17.0％

ヘルスケア
32.0％

ビジネスソリューション事業
さまざまな業種や業務の特性に合わせて、
システムインテグレーションやクラウド
サービスによるソリューション、複合機管
理や基幹業務プロセスの役務代行など課題
解決型のドキュメントサービスを提供する
ビジネス

グラフィックコミュニケーション事業
オフセット方式によるアナログ印刷、インクジェット
とドライトナーの両方式によるデジタル印刷、さらに
はコンテンツの生成から加工・発送に至る
工程のワークフローに関する
DXソリューションまで幅広く
提供する印刷関連ビジネス

富士フイルムビジネスイノベーションの主な事業

ビジネスイノベーション
11,985億（37.5 %）

ビジネスのあらゆる場面でDXの推進を通じて、業務プロセス全体の最適化や顧客関係性強化など、
お客様の課題解決や成長に貢献します。また、人々の働き方や業務プロセスの変化を捉え、時間や
場所にとらわれない働き方を支援します。

オフィスソリューション事業
複合機・プリンターなどのオフィス
機器および関連ソリューションを
提供するビジネス
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商品安全に関する基本方針
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富士フイルムビジネスイノベーションおよび関連会社は、安全最優先の認識のもと、安心な商品
の提供に万全の配慮を払い、お客様の信頼の維持・向上を目指します。

1.法令の遵守
当社は、商品安全に関する諸法令に定められた義務を遵守します。

2.自主行動計画の確立
当社は、この基本方針に基づき、商品安全に関する自主行動計画を策定・推進し、継
続的な改善を行うことにより、「お客様重視」、「商品安全の確保」の企業文化の醸
成に努めます。これら行動計画を反映した商品安全マネージメントシステムの維持・
強化に努めます。

3.商品安全確保のための品質管理
当社は、商品安全を確保するため、企画・開発・生産・販売/保守・廃棄の各段階にお
ける品質管理を行い、その向上に努めます。

4.事故情報等の収集・開示・報告
当社は、商品安全に係る事故・不安等、商品安全に関する情報をお客様等から積極的
に収集するとともに、お客様等に対して、適切に情報を公開し、透明性の確保に努め
ます。あわせて当社は、当社商品について重大商品安全事故が発生したときには、法
令に基づき、迅速に主務官庁に報告を行います。

5.商品回収の実施
当社は、商品安全事故に関し、必要と認められるときには、商品の回収など危害の発
生・拡大の防止措置を講じ、適切な情報提供方法を用いて迅速に使用者等に告知しま
す。また、全てのお客様に告知できるよう、日頃からお客様トレースに努めます。

6.商品安全事故の未然防止と社員教育
法令遵守ならびに商品安全事故の未然防止および安全性向上に向けた社員研修・教育
を整備し、より安心・安全な商品の開発・生産・保守に努めます。
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複合機/プリンターにおける製品安全のポイント
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製品（複合機/プリンター）は、
電気電子・機械・光学部品・化学材料等、構成する部品点数が多く（中型機で約15,000点）、
当社の活動だけでなく、取引先を含めたサプライチェーン全体で連携した製品安全活動が重要とな
ります。

製品
部品

消耗品

包装材

メカトロニクス部品、電気部品、
プラスチック部品、金属部品、
ゴム系部品、ロール類、レンズ など

トナー、感光ドラム、デベロッパー、
インク、塗工紙、液体現像剤 など

個装箱、集合箱、フィルム、
ラベル、パレット、
印刷インキ など

富士フイルムビジネスイノベーション

商
品
開
発
部
門

調
達
部
門

品
質
保
証
部
門

保
守
部
門

物
流
部
門

国
内
・
国
外
販
社

一次サプライヤー

･･･

生産拠点

二次/三次サプライヤー

生
産
部
門

お客様

関係機関
経済産業省
消費者庁
NITE   など

工業会
JBMIA  など
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PSアワードへの応募の目的
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＜応募目的＞
 自社の製品安全取り組みを第三者視点で評価いただき、改善に活かす
      足りない点、今後取り組むべき活動、良い点のアドバイスや気づきを頂き、一層の改善につなげる
 社内での安全意識の更なる向上を図る

関係部署の取り組みを共有し、全社的な安全文化の醸成、継続的な安全意識の強化を促進する

＜応募歴＞
 2008年、②2022年、③2025年 
 2022年時のアドバイスや気づきから、施策を立案し改善を進めてきた

＜取り巻く環境の変化＞
 安全管理におけるヒューマンエラーの課題と対策

複合機は多種多様な部品から成り立っており、安全管理が特に重要な部品も含まれている
設計工程だけでなく、生産工程における部品の取り扱いも極めて重要となる
ITツールやAIなど積極的に活用し、ヒューマンエラーのリスク排除など安全管理の高度化が必要

 グローバル市場展開における情報管理の強化
欧州や米国などの海外市場展開に伴い、ワールドワイドでの情報管理体制の強化が求められている

 技術伝承や作業効率の向上（AIの活用）
収集した情報を設計標準や生産プロセスに反映させることが重要となる
事故情報の把握のため、複数の異なるシステムを活用しているが、システム分散が課題
システム統合によりデータの効率的活用と作業効率の向上を図る
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製品提供プロセスにおける安全保証活動の取り組み

安全最優先の基本方針のもと、各製品提供プロセスで安全保証の活動に取り組んでいます。

企画 開発 調達 販売・保守

モニタリング
故障や事故の個別分析/対応

再発防止
恒久対策

技術標準見直し

お客様

安全品質方針
商品安全基本方針 / 商品安全基本規程

製造

トレーサビリティ規程 エスカレーション規程

商品安全改革
製品安全を確保するため
の技術基準を最適化し、
製品へ反映

社内基準の設定と遵守
製品安全を確保するための技術基準を運用

製品安全文化の構築
セーフティマネジャー制度の運用 / 安全教育講座の拡充(技術継承） 

部品管理強化
工程構造・部品変更確認をシステ
ム化し、サイレントチェンジ対応
部品確認をAI対応でミス防止

組立工程の管理強化
従業員の力量をデータ化し登録、
個人IDの読込により工程の実施資
格を自動チェック、組付け部品の
ピックアップ監視をシステム化な
ど、人為的ミスを撲滅

お客様への安全注意喚起
Webページの安全喚起を図などで理解し
やすく改定し、意識の醸成に注力
警告表示を「依頼」から「指示」に変更

大型機の設置環境確認
お客様の電源環境仕様の合致プロセスを
変更し運用開始。電源環境事故の撲滅

全市場情報の一元管理化
事故情報の一元管理システムの構築によ
り、エスカレーションを正確かつ迅速に、
検討対応も迅速で実施可能とした

8
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評価いただいた3つのポイント
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部品・生産工程変更時の確認プロセスや安全重要部品の受入・検査プロセスの強化
取引先による部品の設計や製造工程の変更を確実に把握するため、自社で運用する工程構造変更確認プ
ロセスをシステム化。さらに、事故を防ぐために重要な部品が安全重要部品として登録されており、そ
の安全重要部品の納入現品と購入伝票の一致をチェックするプロセスを、AI文字検出技術を応用した独
自アルゴリズムにより構築。
これにより、確実な生産導入とサイレントチェンジ防止し、品質リスクの低減を実現している。

デジタルツールの積極的活用による製造工程におけるヒューマンエラーの防止
製造工程における製品安全実現の観点の一つとして、「ヒューマンエラーを撲滅する」をコンセプトに、
各工程の随所において種々のデジタルツールを導入している。例えば、工員一人ひとりの力量把握や作
業状況の監視システムを用いて、部品組み合わせの誤りを未然に防止する仕組みを構築している。
これにより、不具合品の流出を未然に防止する体制が整備されている。

グローバルで共通の製品トラブル情報管理システムの構築と運用
製品の安全性確保のため、グローバルで共通の製品トラブル情報管理システムを構築。事故に分類され
る案件は商品安全統括組織が状況を把握し、国内外で同一のシステムを通じてエスカレーションを実施。
グローバルで漏れなく事故情報と対応状況の進捗を管理することで、正確な情報伝達と事故クラス判定
のスピード向上に寄与している。
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調達部品の設計/製造工程変更管理システムによる確実な管理
 煩雑な帳票申請をなくし、システムの導入により、確認の必要性及び属性(安全関連など)の判断
が容易になり、申請判断ミスや申請漏れの防止につながる。

 申請案件の、属性の管理、処理フローの自動化、進捗の見える化により、抜け漏れのない確認を
短期間で実行する。

申請が簡単
全て申請
判断結果が
タイムリー

確認要件が
明確

状況が共有
タイムリー
に処理可能

評価ポイント①
部品・生産工程変更時の確認プロセスや安全重要部品の受入・検査プロセスの強化
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AI技術を活用した安全部品の一致性確認
 商品の安全性として、安全認証部品が継続的に使用されていることを確認するために、
製造に必要な部品が、購入指示との一致性をチェックするプロセスを導入しています。

 人手で行っていた作業(転記/照合/記録)を、AIを活用して自動化し、質向上(チェックミス0）と
効率化（工数62％削減）を実現しました。

端末

SCC部品データベース

購入伝票(現品票）
(バーコード読取)

現品
(端末カメラで撮影)

自動認識：
文字認識AI

自動判定

自動結果登録

安全重要部品データベース

（ ）内：人手作業

認証書DB

認証情報確認

部品情報確認

新しいプロセス・仕組み

人による目視確認フロー
照合元 認証レポート 照合先 対象部品
ETX９FX729FD

ETX９FX729FD

ETX９FX729FD

ETX９FX729FD
NG 不一致

目視
①
②
③

評価ポイント①
部品・生産工程変更時の確認プロセスや安全重要部品の受入・検査プロセスの強化
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「ヒューマンエラーを撲滅する」をコンセプトに、工程内で仕組みを入れています。
４M管理におけるヒューマンエラーを防止
する仕組み
  ➡『人に優しい工程作り』

ヒューマンエラーを防止する２つの視点
・「人による判断」を極少化する。
・「人に気付き」を与える。

出荷 生産スタート 取組1）4M変化点管理
MachineMan

取組2）重要部品管理
Material

Method

取組3）SCA工程 作業保証

取組4）安全試験条件保証
Method

取組6）出荷判定

部品受入（一致性確認） Material

取組5）外観検査（照合）/梱包
MethodMaterial

12

評価ポイント②
デジタルツールの積極的活用による製造工程におけるヒューマンエラーの防止
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工程の流れ： 出荷梱包調整/検査Main組立Sub組立部品の払出

ヒューマンエラー
防止の仕組：

1) 4M変化点管理
(生産開始要件確認)

生産スタート

2) 重要部品管理
3) SCA工程 作業保証

4) 安全試験条件保証
5) 外観検査(照合)/梱包

6) 出荷判定

ラインリーダー（人）による判断の排除1) 4M変化点管理
(生産開始要件確認)

【MAN】生産開始前に、作業者がIDカードにて担当する工程を
登録すると、データベース上の力量と照合され、担当工程
スキルがあるか確認される。力量不足の場合はアラートが
発生し、ラインのスタートができません。
教育中🔰🔰の場合は、トレーナー登録で作業可能となる。

【Machine】安全試験機など使用設備の日常点検が合格していな
い場合は、ラインがスタートできない。

3) SCA工程 作業保証 作業者（人）による判断の排除

【Method】必要な部品はランプで表示され、作業者が
スムーズに正しい部品を取り出せるよう誘導する。
エリアセンサーが、作業者の手の動きを検知し、該
当部品の取り出しをリアルタイムで確認する。
部品が正しく取り出されるとランプが消灯する仕組
みとなっており、異品や欠品の発生を未然に防止し
ている。

13

評価ポイント②
デジタルツールの積極的活用による製造工程におけるヒューマンエラーの防止
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工程の流れ： 出荷梱包調整/検査Main組立Sub組立部品の払出

ヒューマンエラー
防止の仕組：

1) 4M変化点管理
(生産開始要件確認)

生産スタート

2) 重要部品管理
3) SCA工程 作業保証

4) 安全試験条件保証
5) 外観検査(照合)/梱包

6) 出荷判定

検査員（人）による判断を排除
作業者に異常の「気づき」を与える 検査員（人）による判断を排除6) 出荷判定4) 安全試験条件保証

5) 外観検査(照合)/梱包

【Method】安全試験終了後に法令・認証マークを表示した
Dataラベルを貼付け、その後バーコードを照合する作
業を実施する。検査工程の手順逸脱や作業飛ばしを検
出し、認証表示ラベルの異品や欠品を防止する。

【Method】バーコードのないラベルに対しては、端末を用
いたOCR（文字認識）照合および物体検知技術を導入
し、異品・欠品のリスクを排除する。

【Method】 生産管理カードに記載された商品情報をバーコー
ドで読み取ると、必要な機械の検査条件を自動的で切替し、
自動検査（スイッチ切替等の手作業を排除）および判定を
実施する。

【Method】電気安全試験に合格した後にのみ定格銘版の印刷・
発行を行い、合格前の定格銘版の表示を防止している。

NG
OK

14

評価ポイント②
デジタルツールの積極的活用による製造工程におけるヒューマンエラーの防止
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日本

アジア

欧州

北南米

OEM

品質管理部門

安全統括部門 市場対応チーム

経営層

重大事故

市場情報分析
（Proweb BI、生成AI）

エスカレーションと
対策/是正活動をDynamics365
で一元管理

HW/SW/安全などエス
カレーションをカテゴ
リー毎に集約し、シス
テムで一元管理

登録された情報をツールを活用し、
分析。未然防止にも活用

Dynamics365

 品質/安全に関するエンジニアからのエスカレーションをDynamics365で一元管理にしました。
 経営へのエスカレーションや審議結果を一元管理することで、一気通貫のシステム/業務フロー
を実現しています。

安全統括
部門お客様 保守

エンジニア
保守サポー
ト部門

品質管理
部門

設計

生産

調達

保守

検討会議体

経営層

関係団体

迅速にエスカレーション

正確/迅速な情報把握
適切なリスクアセス・対策検討 必要時の連携

評価ポイント③
グローバルで共通の製品トラブル情報管理システムの構築と運用
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 現場対応や判断、安全性の確保を目的として提供している紙媒体の安全リーフレットを、ス
マートフォンで閲覧できるようにし、保守エンジニアへの迅速な情報共有につなげています。

 入力された情報をもとにリスクアセスを行い、対策検討会議にて現品調査結果を元に迅速に審
議をしています。（スマートフォンでの入力閲覧は受付部門など、関係者全員が可能）

保守エンジニアの
スマートフォン画面

事象を選択すると、それに沿った入力
フォームが立ち上がり、必要な項目の
入力をサポートする。また、初動対応
の確認事項（現品確保など）も表示。

「事故クラス分類」「電源部点検」
など安全リーフレット情報も閲覧可能

報告が必要な事象、
事故クラス判定フローなどが記載

判断に迷った時に注意事項も記載

評価ポイント③
グローバルで共通の製品トラブル情報管理システムの構築と運用
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FUJIFILM、およびFUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。
本ドキュメント上に記載・表示された社名または商品名などは、各社の登録商標または商標です。
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